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  「やろうとするか、しないか」 

校 長  杉田 明 

 

平成
へいせい

３１年
ねん

４月
がつ

、県内
けんない

初
はつ

となる夜間
やかん

中 学
ちゅうがく

に入 学
にゅうがく

し、年齢
ねんれい

や国籍
こくせき

の異
こと

なる人
ひと

たちが集
つど

い、

学校
がっこう

生活
せいかつ

をスタートしました。「仕事
しごと

や家事
か じ

との両 立
りょうりつ

はできるだろうか」「久
ひさ

しぶりの中 学 校
ちゅうがっこう

の学 習
がくしゅう

についていけるだろうか」など、不安
ふあん

も大
おお

きかったのではないでしょうか。 

 マザーテレサの言葉
ことば

に、「『できるか、できないか』ではなく、『やろうとするか、しないか』が

重 要
じゅうよう

である」というものがあります。これは、「よし、やってやろう」「 諦
あきら

めず最後
さいご

まで成
な

し遂
と

げよう」という強
つよ

い意志
い し

をもつことが大切
たいせつ

であるという意味
い み

だと思
おも

います。人
ひと

は今
いま

までの慣 習
かんしゅう

にとらわれたり、 新
あたら

しいことや苦労
くろう

を 伴
ともな

うことに対
たい

して消 極 的
しょうきょくてき

になり、「ああだから」「こ

うだから」と、常
つね

にまわりの環 境
かんきょう

や他人
たにん

のせいにし、できない理由
りゆう

を探
さが

して、結 局
けっきょく

第一歩
だいいっぽ

を踏
ふ

み出
だ

せないということがあります。「どうしたらできるのだろう」「絶対
ぜったい

やりとげよう」とする前向
まえむ

きな姿勢
しせい

が、夢
ゆめ

や目 標
もくひょう

を成
な

し遂
と

げる上
うえ

で、そして何
なに

よりもたくましく生
い

き抜
ぬ

く上
うえ

で、欠
か

かせな

い大切
たいせつ

なものです。 

 本来
ほんらい

なら、仕事
しごと

を終
お

えて家庭
かてい

に戻
もど

ってほっと一息
ひといき

、身体
からだ

を休
やす

めたり、家族
かぞく

と夕 食
ゆうしょく

を共
とも

にする

時間
じかん

にもかかわらず、通
かよ

い続
つづ

けることは簡単
かんたん

なことではありません。それでも、皆
みな

さんは、素直
すなお

に学
まな

びたいという気持
き も

ちを大事
だいじ

にされ、「よし、やってやろう」「 諦
あきら

めず、最後
さいご

まで成
な

し遂
と

げよう」

という強
つよ

い信念
しんねん

のもと、一年間
いちねんかん

、本校
ほんこう

に通
かよ

い続
つづ

けました。私
わたし

は、そんな皆
みな

さんの頑張
がんば

りを 心
こころ

からたたえ、尊敬
そんけい

するとともに、誇
ほこ

りに思
おも

います。 

 今年
ことし

一年
いちねん

の様々
さまざま

な体験
たいけん

、喜
よろこ

びや悲
かな

しみ、失敗
しっぱい

や成功
せいこう

、共
とも

に笑
わら

い、共
とも

に悩
なや

み、支
ささ

え合
あ

ってき

た友達
ともだち

や先生
せんせい

との経験
けいけん

は、何事
なにごと

にも変
か

えられない、大
おお

きな財産
ざいさん

となるものと思
おも

います。この

財産
ざいさん

を生
い

かし、陽 春
ようしゅん

分校
ぶんこう

での生活
せいかつ

をさらに充 実
じゅうじつ

させていってください。 

保護者
ほごしゃ

、家族
かぞく

の皆
みな

さまの、ご支援
しえん

、ご 協 力
きょうりょく

に深
ふか

く感謝
かんしゃ

申
もう

し上
あ

げます。令和
れいわ

2年度
ねんど

も、よろし

くお願
ねが

いいたします。 

 

 

すべては生徒
せ い と

のために 笑顔
え が お

溢
あふ

れる学校
がっこう

 


